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介護労働者の就労の継続性に関する一考察

一継続性への困難要因の認識に着目して一

　奈　良　修　三（特別養護老人ホーム喜久の園）＊諏　訪　き　ぬ（明星大学）

はじめに

　社会福祉施設労働者とりわけ直接的に介護に関わる労働者の勤続年数は短いと言われ，

特別養護老人ホームを中心とする高齢者介護の現場では約3年で労働者のほとんどが入れ

替わるとされている。

　離職の原因として，低賃金・休みのとれない労働条件，夜勤を伴う不規則な勤務形態，

職員同士の人間関係，利用者との関係性，体力的あるいは健康面等多様な困難性があると

されている。

　また，今後10年間に介護労働者は更に50万人が必要とされ（1），フィリピン労働者の導入

も2007年度からスタートされこととなった。m

　本研究は，こられの状況の中で介護労働者の就労の継続性にポイントをあて，何が就労

の継続性を阻む要因として考えられているかの意識をつかむこととした。

1　研究の目的

　①介護労働者の就労への継続性に対する意識を把握すること

　②困難な問題についての要因を明らかにすること

　これらを明らかにすることによって，就職→退職→採用の繰り返しとされる介護労働者

の饗の河原的就労状況を克服できる施策・支援のあり方を考察することを目的とする。

皿　研究の方法

　1　調査の内容

　　　　表1　調査項目の構成

①属性

②就職の動機

③就職後の現在の仕事にの思い

④仕事の継続の意志

⑤仕事を辞めたい理由

　左記，表1の5項目について

アンケート調査を行った。
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　2　調査対象及び時期

　静岡県中東遠地区（磐田市以西，菊川市以東の5市7町一当時）にある特別養護老人ホ

ーム・身体障害者療護施設等28施設の福祉施設労働者を対象とした。

　調査の時期は2005年3月～5月にかけて，各施設を通し自記留め置き式とし後日施設を

通じて回収した。

　3　調査報告データの表記

　本文表中のデータ数字（％）と図（円グラフ）中の数字（％）に違いがあるが，図は傾

向を顕著に表すため，無効回答・無回答を省いて図式化しているため，表中の数字とに差

異がある。

皿　研究の結果と分析

1　介護労働者の属性

1）介護労働者の所属施設の状況

　　表2　所属施設割合

区　　分 調査数（人） 割　合

特別養護老人ホーム 711 74．3％

老人デイサーピスセンター 88 9．2％

ケアハウス 3 0．3％

軽費老人ホーム 8 0β％

身体障害者療護施設 46 4．8％

知的障害者更生施設 18 1．9％

知的障害者授産施設 17 1β％

知的障害児施設 11 1．1％

知的障害児通園施設 18 19％

その他 22 2．3％

無回答 13 1！雲％

無効回答 2 0．2％

計 957 100．0％

　介護労働者（本論では，介護労働者の定義と

して，介護職員等として直接処遇に関わる労働

者，事務職員等としての間接処遇職員を総括し

て「介護労働者」と分類して表記していく。職

種分類・人数は表3のとおりである。その他の

職種としては介護支援専門員・作業療法士・理

学療法士等が自由記述欄に記載があった）の所

属属性は表2のとおりであるが，特別養護老人

ホームの労働者が74．3％であり，特別養護老人

ホームの労働者の実態・意識が大きく反映され

ることを前提に分析をおこなっていく。

　また，短時間労働者は含まず正規労働者を対

象としたが常勤的労働者の定義が施設により違

いがあるので施設の判断とした。

表3　職種別人数・割合

職　　名 人　数 割　合 直・間接の別 人　数 割　合

介護職員 593 620％

生活相談員 125 13．1％
直接処遇職員 817 854％

看護師 91 9．5％

保育士 8 0β％

栄養士 21 2．2％

調理職員 25 26％

事務員 42 44％ 間接処遇職員他 140 14．6％

その他 41 4．3％

無回答 11 1．1％

計 957 100．0％ 計 957 1000％
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2）男女別の状況

表4　介護労働者の男女別人数

区　　分 調査数（人） 割　合

男 178 186％

女 776 81．1％

無回答 3 0．3％

計 957 1000％

3）介護労働者の年齢別の状況

表5　介護労働者の年齢（年代）別

区　分 訳査数（人） 割合 年代別数 割合

20歳未満 16 1．7％ 16 1．7％

20～25歳 219 22．9％ 385 40．2％

26～30歳 166 17．3％

31～35歳 106 11．1％ 186 19．5％

36～40歳 80 8．4％

41～45歳 97 10．1％ 214 22．3％

46～50歳 117 12．2％

50歳以上 155 16．2％ 155 16．2％

無回答 1 0．1％ 1 0．1％

計 957 100．0％ 957 100．0％

　介護・福祉の現場は女性81．1％，男性

18．6％で圧倒的に女性労働によって支えら

れていることが理解できる。

　年齢別の状況では，「20～25歳」22．9％，

「26～30歳」の17．3％・「50歳以上」が

16．2％の順となっている。年代的なまとま

りでは，「30歳以下」41．9％，「30歳代」

19．5％，「40歳代」22．3％，「50歳以上」が

16．2％で，30歳以下に大きなまとまりがあ

る。31歳以上特に36～40歳が最もすくなく、

41歳を超えると増加してくるという典型的

なM字型雇用という形態になっている。

4）介護労働者の経験別年数の状況

表6　経験年数別の労働者数

区　　分 調査数（人） 割　合

3年以下 296 3α9％

3～5年 171 179％

5～10年 265 277％

10年以上 222 232％

無回答 2 0．2％

無効回答 1 0ユ％

計 957 100．0％

表7　特別養護老人ホームとその他の施設との比較　人（割合）

区　　分 5年以下 5～10年 10年以上

特別養護老人

ホーム

52．4％ 271％ 20ユ％

（372人） （193人） （143人）

377％ 29．9％ 32．5％

その他の施設
（87人） （69人） （75人）

　介護労働者の経験別年数の全体状況で

は，「3年以下」30．9％，「5年～10年」

27．7％，「10年以上」23．2％，「3～5年」

17．9％の順になっている（表6）。

　これをさらに特別養護老人ホームとその

他の施設との比較として「5年以下」，「5

～ 10年」，「10年以上」という3区分で見て

みると，特別養護老人ホーム「5年以下」

52．4％，「5～10年」27．1％，「10年以上」

20．1％，その他の施設では「5年以下」

37．7％，「5～10年」29．9％，「10年以上」

32．5％（表7）になり特別養護老人ホーム

では，5年以下の職員が過半数（52．4％）を

超え勤続年数が短いという点でその他の施

設との違いが見受けられる。

＊無回答・無効回答は除く
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2　介護労働者の意識と実態

1）就職の動機

　　図1　就職の動機（全体）

表8　就職の動機

　就職の動機については全体

では「福祉・介護の仕事をや

りたかったから」47．2％，「生

活の収入を得るため」13．4％，

「人のために役に立つ仕事だ

と思うから」10．8％の順にな

っている。

　男女比では次いで高い回答

率では，男性の「人のために

役に立つ仕事だと思うから」

16．6％に対し女性は「生活の

収入を得るため」14．9％と違

いがある（表8）。

人（割合）

区　分

福祉・

介護の
仕事を

やりた

かった
から

親・兄弟

友人等身

近な人が

福祉・介

護の仕事

をしてい

るから

身近（家

族・親戚・

友人）に

福祉・介

護を利用

している

のを見て

人のた

めに役

に立つ

仕事だ
と思う

から

今後，

期待さ

れる仕
事だと

思うか
ら

社会参

加の機

会が欲

しいか
ら

生活の

収入を

得るた
め

他に適当

な仕事を

考えるこ

とができ

なかった

から

その他 無回答 無効解
答

全　体 452（4τ2｝　36（3刷 57（60）103（10β｝ 72（75）　　　18（19）　128（13メ1）　　　24（25）　　　56（5．9） 8（α8）　3（α3｝

男 78（43．1）　10（55） 9（50） 30（16θ 21（11燭 1（0θ 13（τ2） 2｛1．1｝ 13（72） 1（0θ 3（1の

性別 女 373（4＆3｝126（34） 48（62） 73（9④ 50（65） 17（22） 115（149） 22（28｝ 43（56） 6（α8） 0（α0）

無酪 1（33．3） 0（α0） 0〔α0） 0（0．0） 1（333） 0（OD） 0〔OD） 0（α0） 0（α0） 1（333） 0（α0）

2）就職後の現在の仕事についての思い

　　図2　就職後の現在の思い 　就職後の現在の仕事につい

ての思いについて「よかった

と思う」54．6％，「大変よかっ

たと思う」19．7％，「普通」

18．1％になっている。

　一方で「後悔している」

0．7％，「少し後悔している」

5．4％という回答もあった。

「よかったと思う」と「大変

よかったと思う」という回答

は合計で74．3％あり，おおむ
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　ね満足していると理解される（表9－1）。

表9－1　今の仕事についての思い

区　分

調査数 　全体
　（96）

i

大変よ

かった
と思う

よかっ

たと思
う

普通 少し後

悔して

いる

後悔し

ている

その他 無回答 無効解
答

全　体 957　100．096189（197） 523（540 173｛1＆1） 52（54） 7（α7） 7（α7） 5（α5） 1（0．1｝

男 178 1000％　34（19．1） 96（539） 37（2α8） 5（2潟） 3（Lη 1（0．6） 1（0．6） 1（00

性別 女 776 ｝10α096 155（2α0） 425（54．8） 136〔175） 46（59｝ 4（05） 6（OB） 4（α5｝ 0（α0）

無回答 3　100．0％ 0（OD） 2（667） 0（OO） 1（333） 0（00） 0（α0） 0（α0） 0（00）

　特別養護老人ホームとその他の施設との比較では，特別養護老人ホームが「よかったと

思う」，「大変よかったと思う」の計72．6％に対しその他の施設では80．5％とその他の施設で

の満足度の方が高い。

　「後悔している」，「少し後悔している」との回答では，特別養護老人ホームが6．8％で，

その他の施設4．1％に対し後悔率が高い（表9－2）。

表9－2　特別養護老人ホームとその他の施設との比較　　　　　　　　　　人（割合）

サービス 特別養護 711 100．0％ 128（18．0） 386（543） 138（19、4） 43（6．0）　　　　6（0．8）　　　　　5（0．η 5（0．η 0〔0．0）

種類別 その他 209 ｝100，096 50（23．9） 119（56．9） 30（144） 7（3．3）　　1（0、5）　　1（0．5） 0（0．0｝ 1（0．5）

＊無回答・無効回答は除く

3）現在の仕事について「よかった」と思う理由

　　図3　大変よかった・よかったの理由（全体） 　現在の仕事について，「大

変よかった」「よかった」と

思う理由としては，「社会的

にやりがいのある仕事だか

ら」と「自分を向上させて

いくことができるから」が，

共に19．7％で，次いで「自分

の性格や好みにあっている

から」が18．2％，「仕事が楽

しいから」が11．4％の順にな

っている。

　一方で，「将来性がある」

（4．3％），「専門性を発揮でき

る」（5．8％），「身分や給与が安定している」（4．2％）などは低率で介護の仕事に展望を見い

だしているようには見えない。「とりあえず，人の役に立て，今の自分にとって有益であ

り楽しいので仕事をしている」のであって，将来性については展望を持っていないことが

伺いしれる（表10）。
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表10　大変よかった・よかったの理由 複数回答　　人（割合）

区　分

調査
数
全体 回答

数

自分の

性格や

好みに

合って

いるか
ら

社会的
にやり

がいの

ある仕

事だか
ら

将来性
がある

から

利用者

や家族
に喜ば

れるか
ら

専門性
を発揮

できる

から

給与や

身分が

安定し

ている

から

人間関

係が豊
かにな

ったか
ら

自分を

向上さ

せてい
くこと

ができ

るから

仕事が
楽しい

から

その他

全体 957 1α」0％ 2020 367（182） 398（19の 87（43） 214（106） 118（5勘 85（42） 109（54） 397（19η 230〔1M） 15（07）

男 178 mO96 383 83（217） 77（2α1） 25（a5） 49（128） 13（34） 8（2．1｝ 19（50｝ 68（178） 39（102） 2（α5）

性別 女 776 mO％ 1632 283（173｝ 320（196） 62（38） 165（10．1｝ 105（64） 77（4、7） 90（55） 328（20．1） 189（11⑥ 13（08）

£回答 3 101096 5 1（2α0） 1（2α0） 0（00） 0（00） 0（00） 0（00） 0（α0） 1（200） 2（400） 0（α0）

4）仕事の継続の意志

　　図4　仕事を続ける意志（全体）

図5　仕事を続ける意志（女性）

　仕事への継続の意志につ

いては，「できるだけ長く続

けたい」49，0％，「適当な時

期まで続けたい」39．9％，合

計で89．9％とほとんどの労働

者が就労の継続の意志を持っ

ている。男女別では，男性

（89．9％）の方が女性（88．6％）

よりが継続の意志がやや強

く，年齢別では，31歳以上

（31～35歳90．6％，36～40歳

90．0％，41～45歳91．7％）の

生活がかかっていると思わ

れる層に20歳代に比べ継続

の意志が強いことが理解で

きる　（20歳未満81．3％，20

～ 25歳89．5％，　26～30歳

84．9％）。50歳以上は，「適当

な時期まで」の回答が最も

多く（45．8％），健康や体力，

定年等の問題が反映されて

いるのではないかと推測で

きる。一方で，「できれば辞

めたい」4．8％「すぐに辞め

たい」1．4％という回答も，全体で合計すると6．2％ある。数にして59人であり，この数を多

いとみるか少ないとみるかは評価の分れるところであり考察が必要であると思われる（表

11－1）。
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表11－1　仕事を続ける意志 人（割合）

区　分 調査数

できるだ

け長く続

iけたい

適当な時

期まで続

けたい

できれば

辞めたい

すぐに辞

めたい

その他 無回答 無効回答

全　体 9571469（49．0） 382（39．9） 46（4．8） 13（1．4） 28（2．9） 17（1．8） 2（0．2）

男 178 115（64．6） 45（25．3） 4（2．2） 2（1ユ｝ 7（3．9） 5（2．8） 0（0．0）

性別 女 776 i354（45．6） 334（43．0｝ 42（5．4｝ 11（1．4） 21（2．7） 12（1．5｝ 2（0．3）

無回答 3 lo（⑩ 3（100．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0｝ 0（0．0） 0（0．0）

20歳未満 16 7（43．8） 6（37．5） 2（125） 0（0．0） 1（6．3） 0（0．0） 0（0．0）

20～25歳 219 ilOO（45．7） 96（43．8） 12（5．5） 6（2．7） 3（1．4） 2（0．9） 0（0．0）

26～30歳 166 182（49力 59（35．5） 11（6．6） 2（L2） 8（4．8） 4（2．4） 0（0．0）

31～35歳 106 59（55．7） 37（34．9） 3（2．8） 0（0．0｝ 4（3．8） 2（1．9） 1（0．9）

年齢別 36～40歳 80 40（50．0） 32（40．0） 3（3．8） 0（0．0） 2（2．5） 3（3．8） 0（0．0）

41～45歳 97 59（60．8） 30（30．9） 3（3．1） 0（0．0） 4（4．1） 1（1．0） 0（0．0）

46～50歳 117 ［59（50旬 51（43．6｝ 2（1．7｝ 0（0．0） 2（1．7） 2（1．7） 1（0．9）

50歳以上 155 162（40．0） 71（45．8｝ 10（6．5｝ 5（3．2） 4（2．6） 3（1．9｝ 0（0．0）

無回答 1 1（100．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）

表11－2　仕事を続ける意志特別養護老人ホームとその他の施設との比較 人（割合）

特別養護 711 1344（48．4） 291（40．9） 32（4．5） 12（1．7） 19（2．7） 12（1．7） 1（0．1）サービス

種類別 その他 209 1105（502） 79（37．8） 11（5．3） 1（0．5） 8（3．8） 4（1．9） 1（0．5）

＊無回答・無効回答は除く

特別養護老人ホームとその他の施設では，際だった差異は見られなかった（表11－2）。

5）仕事を辞めたい理由

　　図6　辞めたい理由（全体） 　仕事を辞めたい理由につ

いては，「勤務が不規則で負

担が大きいから」23．0％「労

働条件がよくないから」
18．0％，「給与が安いから」

14．5％の順で次いで「職場の

人間関係が難しいから」
14．0％となっている。

　男女比では男性が「給与

が低いから」32．0％，「労働

条件がよくないから」24．0％

を上位に上げているのに対

し，女性は「勤務が不規則

で負担が大きいから」23．4％，

「労働条件がよくないから」
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図7　辞めたい理由（男性）

図8　辞めたい理由（女性）

17．1％を上位にあげ，次いで

「職場の人間関係が難しいか

ら」14．9％をあげている。

　年齢別でも，比率の違い

があるにしても上記4つが

上位の理由となっている。

中でも「勤務が不規則で負

担が大きいから」に20～25

歳24．2％と41～50歳28．6％が

トップにあげている。また，

「将来性を感じないから」と

回答している年齢層として，

31～35歳22．2％，26～30歳

15．2％に高い比率があり，一

定の経験を積み先が見え，

ちょうど中堅からリーダー

へとなってくる年齢層が将

来を展望していないことは

介護労働を継続的にすすめ

ていこうとする立場からは

注目に値する結果となって

いる（表12－1）。

　特別養護老人ホームとそ

の他の施設の比較では，「勤

務が不規則で負担が大きい

から」（特養24．7％・その他

の施設11．5％）に大きな差異がある。

但し，母数を「辞めたい・すぐに辞めたい」と答えた数としているので，データ数とし

ては多くなく一般化できるかどうかは検討の余地を残すものと考えられる（表12－2）。

皿　考察と課題

　本研究は，介護労働者の就労の継続性を阻む要因を考察することを目的とし，今後の課

題を明らかにしたいと思うものである。

　就職の動機として，「福祉・介護の仕事をやりたかったから」47．2％，「人のために役に

立つ仕事だと思うから」10．8％（男性は16．6％）と社会的貢献性について強い意識が見られ

る（表8）。また，現在の仕事への思いも「よかったと思う」と「大変よかったと思う」

という回答合計で74．3％ありおおむね満足しているように見受けられる（表9－1）。継続

の意志についても，「できるだけ長く続けたい」49．0％，「適当な時期まで続けたい」39．9％，

合計で89．9％ありほとんどの労働者が就労の継続の意志を持っている（表11－1）。
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表12－1　仕事を辞めたい理由 複数回答（6施設は設問なし）　人（割合）

区　分

調査’

母数

自分の

性格や

好みに

合って

いない

から

｜

施設の

社会的

意義や

重要さ

が見い

だせな

いから

労働条

件がよ

くない

から

給与が

低いか

ら

社会的

評価が

低いか

ら

将来性

を感じ

ないか

ら

専門性

を発揮

できな

いから

職場の

人間関

係が難

しいか

ら

マンネ

リ化し

てきか

たから

勤務が

不規則

で負担

が大き

いから

その他 計

全　体 957111（5．5） 6（3．0） 36（18．0） 29（14．5｝ 2（1．0）10（5．0） 4（2．0） 28（14．0）14（7．0） 46〔23．0） 14（7．0） 200（100．0）

男 178 lo（αo） 1（4．0） 6〔24．0） 8〔32．0） 0（0．0）3（12．0） 0（0．0） 2（8．0）0（0．0） 5（20．0） 0（0．0） 25（100．0）

性別 女 776 111（6．3） 5（2．9） 30（17ユ） 21｛12、0） 2（H｝7（4．0） 4（2．3） 26（14．9） 14（8．0） 41（23．4） 14（8．0） 175（100．0）

無回答 3
［0（0．0）

0（0．0｝ 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0）0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0〔0．0） 0（0．0） 0（0．0）

20歳未満 16 10（0．0｝ 0（0．0） 2（28．6｝ 2（28．6） 0（0．0）0（0．0） 0（0．0） 1（14．3） 0（0。0） 2（28．6） 0（0．0） 7（100．0）

20～25歳 219 4（6．1） 3（4．5） 12｛18．2） 8（12．1） 0（0．0｝ 2（3．0） 1（1．5） 6（9ユ） 7（10．6） 16（24．2） 7（10．6） 66（100．0）

26～30歳 166 3（9．1） 0（0．0） 工（3．0） 4｛1L1） 1（3．0） 5（15．2） 2（6．1） 6（18．2） 4（12．1） 5（152｝ 2（6ユ） 33（100．0｝

31～35歳 106 1（11．1） 0〔0．0｝ 2（222） 1（11．1） 0（0．0） 2（22．2） 1（11．1） 1（11．1） 0（0．0） 1（11．1） 0（0．0） 9（100．0）

年ま捌 36～40歳 80

［
0
（
0
．
0
｝
‘ 1（4．8） 7（33．3｝ 5〔23．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（48） 1（4．8） 5（23．8） 1（4．8） 21（10α0）

41～45歳 97 0（0．0） 0（0．0） 1（14．3） 2（28．6） 0（0．0） 1（14．3） 0（0．0） 1（14．3） 0（0．0） 2（28．6） 0（0，0） 7（10α0）

46～50歳 117 1（6．3） 1（6．3） 3（18．8） 3｛18．8） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（6．3） 0（0．0） 6（37．5｝ 1（63） 16（100．0）

50歳以上 155 12㈹ 1（4．9） 8（19．5） 4（9．8） 1（2、4） 0（0．0） 0（0．0） ll（26β） 2（4．9｝ 9（22．0） 3（7．3） 41（100．0）

無回答 1 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0｛0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0｛0．0） 0（0．0） 0（0．0） 0〔0、0） 0（0．0）

表12－2特別養護老人ホームとその他の施設との比較複数回答（6施設は設問なし）人（割合）

サーヒス

種馴

特養

その他

711110（62）3（19）29（179）22（136）1（06）7（43）4（25）22（136）11（68｝40（247）13（79）162（1000）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3（115｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0（00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26（1000）　　　　　　　　　　　　　　1（39）　3（115）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0（00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6（230）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（77）　　　　　　　　　　4｛154）209　　1（39）　　　　　2（7η　　　　　　　　4（154）

　＊無回答・無効回答は除く

　しかし同時に「今後，期待される仕事だと思うから」7．5％（表8），また「現在の仕事

について「よかった」と思う理由の設問への答えとして「将来性があるから」は43％しか

ない（表10）。

　仕事を辞めたい理由では「勤務が不規則で負担が大きいから」23．0％，「労働条件がよく

ないから」18．0％，「給与が安いから」14．5％の順で次いで「職場の人間関係が難しいから」

14．0％となっている。

　男女比では男性が「給与が低いから」32．0％，「労働条件がよくないから」240％を上位

に上げているのに対し，女性は「勤務が不規則で負担が大きいから」23．4％，「労働条件が

よくないから」17．1％を上位にあげている（表12－1）。

　介護労働者の就労状況については他調査③でも特別養護老人ホーム介護職員の平均勤

続年数はは3．0年と短く，離職率は正社員15．9％，非正社員32．7％となっており，勤続年数

は短く入れ替わりが多いとされている。

　全国老人福祉施設協議会・老施協総研の調査ωによると，離職理由の最も多いものと

して「転職を希望したから」の要因として「一般労働市場への転職に至る要因を検討する

必要がある」⑤とし，施設側として考える求人困難要因として「「夜間や早朝，日祭日の

出勤があるため」⑥で一般労働市場の就労希望と同じ労働形態や条件を求職者が求めてい
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ること」であるとしている。

　労働の継続性には，介護労働の仕事が生き甲斐を持て展望のある職種でなければならな

い。調査から現在の業務そのものに不満足だとはしておらずモチベーションもあると考え

られる。しかし，それは「今，現時点」においてであり将来とも同じモチベーションを持

ち続けられるようには考えていない。その要因としては男性の低賃金，悪い労働条件であ

り女性の勤務形態が不規則で休みのとれない労働内容であるに他ならない。

　介護（福祉）労働とは「人格を構成していく諸能力の総体（「その人らしさ」で表現さ

れる人格）が発揮されていく生活の場を要介護者とともに創造し，発展させ，人間として

の社会性を保障していく労働」（7）であり，「労働の成果が具体化するためには長期間，熟

成を必要とするゆえに雇用の安定・継続性が必要条件である」（S）とされる。先の老施協総

研調査は「離職率が低い施設は，人件費率が高い」（9）と報告している。

　労働内容の性格から365日24時間の勤務形態は余儀ないものであるが，それらをカバー

できる「休みのとれる人員配置・将来展望を持てる賃金体系」を最低条件として保障でき

れば介護労働者の勤続年数は3年と言わずさらに延長されていくのではないか，継続性の

保障はその点を抜きにはありえないと強く提起しておきたい。

おわりに

　高齢者人口が増加の一途をたどり，一方で支える側の若者人口は減少の一途をたどって

いる。介護労働を仕事として選択していこうとする若者もまた減少しているとされる。

　特別養護老人ホームに限っていえば，定員数を増員したが労働者が集まらず利用者を入

居させることのできない事態もあちこちで散見されるようになっている。介護報酬は2005

年7月，2006年4月の改正で減額されている。障害者自立支援法も施行され，入居施設は

5年の経過期間を経て再編される。

　今後我が国が，社会保障・社会福祉政策を新自由主義の下，「市場化」「自立支援」の名

の下にのみ終始させるなら国民には健やかに暮らすことのできる未来がないことを危惧し

てやまない。
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